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佐賀県議会議員

令和２年６月定例会

〇災害リスクのある地域への公共施設の設置について

難病患者の公的施設の利用料減免が実現‼難病患者の公的施設の利用料減免が実現‼
一般質問

○コロナ禍を踏まえた総合計画の見直しについて
○Society5.0と５Gへの取り組みついて
○避難所の在り方について
○佐賀県の ICT教育やオンライン授業について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回、６月議会定例会の一般質問において、「難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病患者の公的施設の利用料減免」について知事に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案したところ、山口知事から「難病患者には出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来るだけ多くの社会参加の機会をつくっていき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいと考えており、公的施設を総点検し、でき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るだけ早く減免措置が実現できるように関係部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　局に調整させたいと思っています。」という趣旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の答弁がありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在、佐賀県内で指定難病医療受給者証を取得し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている人は、６６６０人（５月末現在）です。この方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々は、医療費助成や障害者総合支援法上の福祉サー
ビスを受けられるようになっていますが、障害者手帳を持っている人が受けられる公的施設の減免措
置については対象になっていません。また、指定難病医療受給者証を取得している人の中で、障害者
手帳を持っている人は２～３割程度の人です。平成２５年に施行された、障害者総合支援法によっ
て、障害者の定義に「難病等」が追加されたにも関わらず、法施行から７年経った今でも、障害
者の枠組みは全国的にも障害者手帳保持者に限られており、市町でも差があります。
　今回の佐賀県の決断は、全国的にもほぼ実施されておらず、九州では県全体としての取り組み
は初めてであり、全国に向けた制度の谷間解消の新たな１歩となりました。

鳥栖に建設予定のごみ処理施設について、
施設の設置主
体が市や町で
あっても、県
民の不安の声
に寄り添い、
災害リスクに
対する助言な
どを行うべき
ではないか？

市町等の公共施設については、それぞれの設置
主体が判断するものであるが、相談があり、災
害対策を考える上で何か力になれる部分がある
のであれば、しっかりと対応していきたい。

一般質問
の動画は
コチラ



あとがき

登録
お願い
します

４月 ５月 ６月活動報告写真

変更しました！
https://lin.ee/opcwmAn

委員会質問 農林水産商工常任委員会

　この活動報告の最終まとめを作成している段階で、鳥栖市内含め、凄まじい雨に見舞われました。また、熊本県内は人吉を
はじめ、私の仲間が住む地域も痛恨の打撃を受けました。早速全国から集まったトラック4台分の物資を持って、集積拠点の
宇土市へ向かいました。被災地支援に入りたいですが、コロナの影響もあり、支援は県内の人員に限るとのこと。
　「以前のような生活に戻りたい。」心の底で多くの人がそう思っているでしょう。しかし、コロナの影響は、
これからが本番であり、社会の様式が強制的に変化するまで解決しないのではないかとさえ感じています。
　「変わらない
ために変わる」。
本質を突き詰め
ることが全てに
おいて求められ
ます。

ほとんど全ての公務がコロナにより中止。
とにかく子供といる時間が増えました。
ひたすら散歩に。時に近所の人とお話し
しながら情報交換。市内のお花見やサイ
クリングなど。

ウェビナー（ウェブセミナー）。パソコン
を活用した会議や勉強会を開催しました。
時にはウェブ飲み会。今後はこういった
スタイルも、どんどん当たり前の世の中
になるのでしょう。

花火。コロナに負けるな！ということで、
有志による打ち上げ花火。牛原あたりで
打ち上げられました。３分ほどでしたが、
気持ちも晴れやか。今年の夏にもう一回
鳥栖市内であるらしい！？

ソーシャルデイスタンス昼食会。まじめ
にやるとこんな感じですね。マイクがな
いとまともに会話ができませんでしたの
で、一人でご飯食べているような感じで
した。ウェブで昼食会ミーティングした
方が楽しいんじゃないかなとか思いつつ、
勉強になりました。

コロナと災害 ～支援物資を熊本へ～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年度から、農林水産商工常任委員会の所属となりました。コロナ禍
　　　　　　　　　　　　　　　　　での経済対策の担当でもあり、かなりのボリュームがある委員会です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて、今回の質問は「産業労働部における Society5.0 の取り組みに
　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて」と題し、一般質問に引き続いて、佐賀県の５Gをはじめとし
　　　　　　　　　　　　　　　　　た IT分野の取り組みについて質問しました。本年度から佐賀県に「ＤＸ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（デジタルトランスフォーメーション）・スタートアップ推進室」という、
　　　　　　　　　　　　　　　　　聞き慣れない横文字のＩＴの先端を担う専門部署が設置されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、佐賀県のＩＴ関連の部署は、総務部・政策部、そして産業労働部
　　　　　　　　　　　　　　　　　にまたがっていることから、組織体制の在り方や、県庁
　　　　　　　　　　　　　　　　　内での理解促進の在り方などについて質問しました。
　答弁の内容は、とても前向きで今後の対策に大きな期待を感じることができました。

緊急事態宣言解除、久しぶりの外食。コ
ロナに負けない為にも、コロナを飲み干
していみる。「三密」という言葉は、日本
人の心に刻まれました。新しい生活様式
を模索しなければならない。

佐賀県のＩＴ政策は、この体制で大丈夫！？

委員会質問
の動画は
コチラ

飲食店テイクアウト。鳥栖市内に冊子が
配られました。どれだけ貢献できたかは
わかりませんが、テイクアウトのおかげ
で体重が増えました。


